
 

 

令 和 ２ 年 ８ 月 ２ ０ 日 
国土技術政策総合研究所 

 

 

“社会の「これから」をつくる研究所”『国総研』 
～令和２年度における３つのメインテーマと主な取組～ 

１  国土を強靱化し、国民のいのちとくらしをまもる 

【激甚化する気象災害に対する研究】 
（主な取組事例） 

壊れにくい構造で粘り強く生活を守る堤防の開発や、洪水の危険性を伝達するシステ

ムの開発により、洪水に対して安全・安心な社会の実現に貢献。 
【地震等に対する防災・減災に関する研究】 

（主な取組事例） 
橋梁の地震時挙動のモニタリングシステムの開発により、被害箇所を即座に検知し、 

より効率的な点検を行うことで、迅速な復旧に貢献。 
【インフラの維持管理に関する研究】 

（主な取組事例） 
道路橋や港湾施設について、法定点検の結果を踏まえ、更なる合理的な補修・補強設

計方法の標準化等を行い、より効率的・効果的な点検・補修の実現に貢献。 
 

２  社会の生産性と成長力を高める 
【BIM/CIM※、AIを導入した下水処理場運転操作、自動運転 等に関する研究】 

（主な取組事例） 
３次元モデルの開発により、橋梁・河川堤防・港湾・建築物等の幅広い分野における 

施工や維持管理を効率化し、建設現場の生産性向上に貢献。 
※Building Information Modeling、Construction Information Modeling の略称 

３  豊かで暮らしやすい地域･環境を創る 
【スマートシティ、都市機能の広域連携、みなとまちづくり、バリアフリー 等に関する研究】 

（主な取組事例） 
先進事例の調査や評価手法の開発により、地方公共団体によるスマートシティ推進を 

支援し、生産性向上、市民の生活利便性の向上等に貢献。 

資料配布の場所 
1. 国土交通記者会 
2. 国土交通省建設専門紙記者会 
3. 国土交通省交通運輸記者会 
4. 筑波研究学園都市記者会 
5. 横須賀市政記者クラブ 
令和２年８月２０日同時配布 

 国土技術政策総合研究所（国総研）では、「国土を強靱化し、国民の
いのちとくらしをまもる」、「社会の生産性と成長力を高める」、 
「豊かで暮らしやすい地域・環境を創る」の３つのメインテーマを合言葉
に研究開発を進め、社会の「これから」をつくります。 

【問い合わせ先】 
国土技術政策総合研究所（土木・建築関係）          企画部 企画課 尾崎、湯浅 

        TEL：029-864-2674 FAX：029-864-1527 E-mail: nil-kikakuka@gxb.mlit.go.jp 
        国総研 HP：http://www.nilim.go.jp/ 

（港湾・空港関係）           管理調整部 企画調整課 村上 

        TEL：046-844-5019 FAX：046-842-9265 E-mail:ysk.nil-kikaku@ml.mlit.go.jp 
        国総研（横須賀庁舎）HP：http://www.ysk.nilim.go.jp/ 
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「令和２年度　国総研における３つのメインテーマと主な取組」 （参考）
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